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６
月
定
例
会
・
補
正
予
算

６
月
定
例
会
・
補
正
予
算

ワ
ク
チ
ン
接
種　

集
団
接
種
で
実
施

質疑

　

第
２
回
東
温
市
議
会
６
月
定
例
会

が
６
月
11
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
21

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般

会
計
補
正
予
算
等
14
議
案
（
報
告
２

件
、
承
認
６
件
、
補
正
予
算
２
件
、
条

例
改
正
３
件
、
そ
の
他
議
案
１
件
）
及

び
議
会
提
案
議
案
１
件
の
合
計
15
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
個
別
接
種
で
は

な
く
集
団
接
種
だ
け
で
進
め
る
理
由
は
。

　
　

個
別
接
種
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

通
い
慣
れ
た
か
か
り
つ
け
医
で
接
種
で

き
る
た
め
、
病
院
側
で
本
人
の
基
礎
疾

患
の
内
容
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
服

問答

用
し
て
い
る
薬
な
ど
を
把
握
し
て
お
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
可
否
や
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
か

り
つ
け
医
が
近
所
に
あ
る
場
合
に
は
、

遠
い
集
団
接
種
会
場
ま
で
足
を
運
ぶ
必

要
が
な
い
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
適
切
な
管
理

や
接
種
後
の
容
体
の
変
化
へ
の
対
応
、

ワ
ク
チ
ン
ロ
ス
を
な
く
す
に
は
、
１
日

１
箇
所
当
た
り
の
接
種
可
能
人
数
を
可

能
な
限
り
多
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
個
別
接
種
の
場
合
、
予
約

や
キ
ャ
ン
セ
ル
へ
の
対
応
等
、
医
療
機

関
の
負
担
が
か
な
り
大
き
く
な
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
集
団

接
種
を
採
用
し
て
い
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
予
約
体
制
は
十
分
か
。

　
　

接
種
予
約
を
受
け
付
け
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
３
席
で
あ
る
が
、
最
大
10

席
ま
で
増
や
す
こ
と
で
、
１
日
あ
た
り
約
１

０
０
０
人
分
の
予
約
が
可
能
と
見
込
ん
で

い
る
。
前
回
65
歳
以
上
の
予
約
で
は
、
約
１

万
人
が
対
象
と
な
っ
た
が
、
64
歳
以
下
の
接

種
券
の
発
送
は
年
代
別
に
分
割
し
、
１
回
あ

た
り
４
０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
６
月

か
ら
ウ
ェ
ブ
予
約
も
開
始
し
て
お
り
、
10
席

で
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
　

他
市
町
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
受
付

時
間
が
長
く
土
日
対
応
も
あ
る
が
、
受
付
時

間
変
更
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　

他
市
町
の
対
応
状
況
は
把
握
し
て
い

る
が
、
ウ
ェ
ブ
予
約
も
あ
る
た
め
、
変
更
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
市
民
全
体
の
接
種
計
画
は
立
て
づ
ら

い
状
況
に
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
示
し
た
い
。
先
進
事
例
を
参
考
に
し

て
、
速
や
か
な
接
種
体
制
の
整
備
に
向
け
て

検
討
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

　

コ
ロ
ナ
営
業
時
間
短
縮
協
力
金

　
　
　
　
　

審
査
後
、
随
時
支
払
い

　
　

給
付
対
象
を
80
事
業
者
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
周
知
は
十
分
か
。

　
　

酒
類
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
飲
食
店

等
に
対
し
て
、
市
商
工
会
・
市
観
光
物
産
協

会
と
連
携
し
、
職
員
に
よ
る
店
舗
訪
問
や
電

話
・
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
り
、
営
業
時
間
の
短
縮
の
協
力
呼
び
か
け

と
協
力
金
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

申
込
後
の
調
査
や
審
査
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
支
払
い
は
い
つ
か
ら
か
。

　
　

市
商
工
会
を
窓
口
と
し
て
、
会
員
・
非

会
員
に
関
係
な
く
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
受

付
し
た
後
、
市
で
審
査
を
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
支
払
い
に
つ
い
て
は
、受
付
審
査
後
、

随
時
行
っ
て
い
く
。

問答問答

6月
定例会

　新型コロナウイルス
感染症対策事業費を増額　

一般会計補正予算

3億3994万円
（累計161億2194万円　前年度同期比14.5％減）

補 正
予 算

■一般会計の主な補正予算
4・5月補正

事業名 補正予算額 補正予算の概要
新型コロナウイルス感染
症検査費用助成事業 674万円 障がい者福祉施設・高齢者福祉施設等への新規

入所者のPCR検査費用の助成
子育て世帯生活支援特別
給付金支給事業 4336万円 低所得の子育て世帯に対する特別給付金の支給

新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業 800万円 集団接種会場から帰宅時のタクシー料金の助成

新型コロナウイルス感染
症対策営業時間短縮等協
力金給付事業

9964万円
市内に店舗を有する酒類を提供している事業者
のうち、営業時間短縮等の協力を行った飲食業
者への協力金の給付

6月補正
事業名 補正予算額 補正予算の概要

各種証明コンビニ交付
サービス事業 88万円 コンビニ交付システムの改修経費

戸籍住民基本台帳一般
事務費 450万円 個人番号カード等関連事務交付金 

中長期在留者事務委託費返還金
生活困窮者自立支援金
支給事業 2568万円 新型コロナウイルス感染症による 

生活困窮世帯に対する支援金の支給
新型コロナウイルス感染
症検査費用助成事業 210万円 障がい者福祉施設・高齢者福祉施設等の職員・

利用者のPCR検査費用の助成
新型コロナウイルスワク
チン接種体制確保事業 2596万円 集団接種に従事する職員の人件費 

予約受付体制（コールセンター）拡充の委託料
環境保全型農業直接支援
事業 17万円 環境保全型農業に取り組む市内農業者グループ

への助成
県単独土地改良事業
補助金 470万円 老朽水路改修工事に対する土地改良区への助成

県営ため池等整備事業 2143万円 防災ため池等の改修に係る負担金
県営中山間地域総合整備
事業 600万円 中山間地域における農業基盤整備に係る負担金

県営かんがい排水事業 1018万円 佐古ダム冬期用水の有効活用を図るためのかん
がい施設整備に係る負担金

県営農地中間管理機構
関連事業 1200万円 南吉井地区（田窪・北野田工区）における県営

事業負担金・換地業務委託料
高速道路跨道橋管理事業 372万円 松山自動車道に架かる農道・水路橋の点検経費
新型コロナウイルス感染
症対策中小零細企業応援
給付金給付事業

4650万円 市と県が連携して取り組む中小零細企業者に対
する事業継続のための応援給付金の給付

小中学校管理費 640万円 新型コロナウイルス感染症感染防止用物品等購
入経費

林業用施設災害復旧事業 1200万円 林道内山線　斜面崩壊復旧のための測量設計費

３席から10席へ増やして
対応するコールセンター

６月から始まったワクチン接種　ウェブ予約システム

営業時間短縮等の要請に
協力いただいた店舗
【酒類提供飲食店等】

時短要請期間
　【第１弾】 R3.4.26～5.19
　【第２弾】 R3.5.20～5.31
営業時間
　５時～21時
酒類の提供
　11時～20時30分
給付金額
  〈中小企業の場合〉
　１日の売上金額　×　日数
　 （2.5万円～7.5万円） 
  〈大企業の場合〉
　１日の売上減少額　×　日数
　 （上限20万円） 
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南
吉
井
地
区
の
圃
場
整
備

　
　
　
　

７
年
度
に
完
成
予
定

　
　

県
営
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
事
業

の
要
件
は
。

　
　

愛
媛
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
農
業

者
の
費
用
負
担
な
し
で
圃
場
整
備
が
で

き
る
。
要
件
と
し
て
、
対
象
農
地
は
全
て

農
地
中
間
管
理
機
構
に
15
年
以
上
貸
し

付
け
、そ
の
８
割
以
上
を
担
い
手
に
集
団

化
す
る
こ
と
、
収
益
性
を
20
％
以
上
向

上
又
は
生
産
コ
ス
ト
を
20
％
以
上
削
減

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

事
業
の
進
捗
見
通
し
は
。

　
　

南
吉
井
地
区
の
田
窪
工
区
と
北
野

田
工
区
に
お
い
て
、
今
年
度
は
実
施
設
計

と
換
地
業
務
、
令
和
４
年
度
か
ら
工
事
を

行
い
、令
和
７
年
度
の
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
　

換
地
委
員
会
の
役
割
は
。

　
　

換
地
委
員
会
は
、換
地
設
計
基
準
、

土
地
の
評
価
基
準
や
換
地
計
画
原
案
の

作
成
に
あ
た
り
、
地
元
の
代
表
者
と
し
て

調
整
等
を
担
う
。

　
　

換
地
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

換
地
後
は
、
農
地
を
機
構
か
ら
借
り

受
け
た
担
い
手
が
耕
作
し
、
従
前
の
所
有

者
に
は
機
構
を
介
し
て
賃
料
が
支
払
わ

れ
る
。

問答問答問答問答

　

高
速
道
路
に
架
か
る

　
　
　
　
　
　

橋
の
点
検
を
実
施

　
　

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

松
山
自
動
車
道
を
ま
た
ぐ
則
之
内

地
区
の
農
道
橋
・
水
路
橋
の
３
橋
に
つ
い

て
、特
殊
な
橋
梁
点
検
車
両
に
よ
っ
て
、

異
常
個
所
の
把
握
や
損
傷
の
度
合
い
を

調
査
す
る
。
今
回
の
点
検
は
、
前
回
の
点

検
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
お
り
、
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
が
行
う
他
の
跨こ

道ど
う

橋き
ょ
う

点
検
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。

　
　

異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

異
常
個
所
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

協
定
に
基
づ
き
市
が
対
応
を
行
う
。

　

修
繕
工
事
費
の
概
ね
２
分
の
１
、
上
限

２
０
０
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

問答問答

　

市
内
３
か
所
の

　
　
　
　
　

た
め
池
を
改
修

　
　

地
震
対
策
た
め
池
防
災
事
業
と
防
災

た
め
池
事
業
の
違
い
は
。

　
　

地
震
対
策
た
め
池
防
災
事
業
は
、
貯

水
量
10
万
ト
ン
以
上
、
又
は
貯
水
量
５

万
ト
ン
以
上
で
人
家
の
被
害
想
定
戸
数

が
１
０
０
戸
以
上
の
た
め
池
の
う
ち
、

耐
震
診
断
で
安
全
基
準
を
満
た
さ
な

い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
池
が
対
象
と

な
る
。
こ
の
事
業
は
、
下
流
域
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
地
元
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

※
志
津
川
追
入
下
池
で
事
業
実
施
中
。

　

防
災
た
め
池
事
業
は
、
災
害
や
老
朽
化

に
よ
る
決
壊
等
を
防
止
す
る
本
来
の
貯

水
機
能
を
保
持
す
る
事
業
で
、
応
分
の
地

元
負
担
が
あ
る
。
※
下
林
岡
池
・
北
方
東

谷
池
で
事
業
実
施
中
。

問答

　
　

防
災
会
議
と
水
防
協
議
会
の
位
置

づ
け
と
条
例
改
正
の
目
的
は
。

　
　

防
災
会
議
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
「
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

し
、
水
防
協
議
会
は
、
水
防
法
に
基
づ

き
「
水
防
計
画
」
を
策
定
す
る
。
今
回

「
地
域
防
災
計
画
」
の
中
に
「
水
防
計

画
」
の
規
定
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
一
体

的
な
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
防
災
会

議
の
所
掌
事
務
の
中
に
「
水
防
計
画
を

調
査
審
議
す
る
こ
と
。」
を
追
加
し
、
水

防
協
議
会
を
廃
止
す
る
改
正
を
行
う
。

　
　

組
織
構
成
が
違
う
市
と
事
務
組
合

が
協
議
会
を
作
る
経
緯
は
。

　
　

伊
予
消
防
等
事
務
組
合
は
、
伊
予

市
・
松
前
町
・
砥
部
町
が
、
事
務
の
一

部
を
共
同
し
て
処
理
す
る
た
め
に
広

域
連
携
し
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
事
務
組

合
を
構
成
す
る
１
市
２
町
と
、松
山
市
、

東
温
市
で
、
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
合

意
形
成
し
た
。

東
温
市
防
災
会
議
条
例

　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

条例問答

松
山
市
・
伊
予
消
防
等
事
務
組

合
・
東
温
市
消
防
指
令
事
務
協

議
会
規
約
の
制
定
協
議

規約問答

松山自動車道に架かる農道橋

人家の近くにある志津川追入下池

新
型
コ
ロ
ナ
決
議

　

文
教
市
民
福
祉
委
員
会
で
は
、

市
民
の
関
心
が
高
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
議
論
を
進
め
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
今
後
そ
の
対
象
者

が
12
歳
ま
で
拡
大
し
て
い
く
中
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
際
し
て
、
市
民

に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分

な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し
な

い
人
に
対
す
る
差
別
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
そ
の
対
応
を
市
に
求
め
て
い

く
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
定
例
会
最
終
日
、７
月

１
日
の
本
会
議
で
は
、委
員
会
提

出
議
案
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な

実
施
等
に
関
す
る
決
議
案
」
を
提

出
し
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、

同
日
、決
議
文
を
市
長
に
提
出
し
、

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

決議文を市長へ提出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
が
長
期
化
し
て
い
る
中
、
そ
の
切

り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
、
企
業
や
大

学
な
ど
に
よ
る
職
域
接
種
も
始
ま
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
加
速
化
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
５
月
16
日
か
ら

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、接
種
予
約
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
回
線
数
不
足
等
に

よ
り
混
乱
が
生
じ
、
多
く
の
市
民
か
ら

接
種
体
制
改
善
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、種
々
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
現
状
に
あ
る
が
、
今
後
64
歳
か
ら
16

歳
ま
で
の
市
民
約
２
万
人
、
及
び
接
種

対
象
と
し
て
拡
大
さ
れ
た
15
歳
か
ら

12
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
望

ま
な
い
人
に
対
す
る
差
別
や
不
利
益
な

取
扱
い
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
新
た
な

問
題
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
迅

速
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
市
民
に
対
し
て
十
分
な

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
更
な

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
る

こ
と
。

２　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
望
ま
な
い
人
に

対
す
る
差
別
、
い
じ
め
、
偏
見
、
誹

謗
中
傷
等
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
広
報
等
に
よ
り
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

　
　
　
　
　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　

令
和
３
年
７
月
１
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

東
温
市
議
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　

円
滑
な
実
施
等
に
関
す
る
決
議

ワクチン接種は強制ではありません。
ご本人の意思に基づき接種を受けていただくものです。

　新型コロナワクチンについては、国内外の数万人のデータから、発症予防効果などワクチン接種の
メリットが、副反応などのデメリットよりも大きいことを確認して、皆さまに接種をお勧めしています。

　しかしながら、接種は強制ではなく、あくまでご本人の意思に基づき接種を受けていただくものです。

　接種を望まない方に接種を強制することはありません。職場や周りの方などに接種を強制したり、
接種を受けていない人に差別的な扱いをすることのないよう、皆さまにお願いしています。

出典：厚生労働省（一部抜粋）

６
月
定
例
会
・
補
正
予
算
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消
防
団
員
の
報
酬

に
つ
い
て
消
防
庁

か
ら
報
酬
改
善
の
通
知

が
発
出
さ
れ
た
が
、地
方

交
付
税
措
置
単
価
と
支

給
さ
れ
て
い
る
金
額
に

は
大
き
な
差
が
あ
る
。東

北
大
震
災
で
は
２
５
４

名
が
犠
牲
と
な
る
な
ど
、

災
害
の
第
一
線
で
活
動

さ
れ
る
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、市
の
取
組
は
。

答
和
田
消
防
長

高
齢
化
や
昼
間
に

活
動
で
き
る
団
員
の
減

少
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。今
回
の
通
知
で
は
、

問
　
　

公
共
下
水
道
事
業

整
備
計
画
の
見
直

し
内
容
は
。

答
大
森
上
下
水
道
課
長

今
回
の
見
直
し
面

積
は
重
信
・
川
内
両
処
理

区
を
合
わ
せ
て
全
体
計

画
８
１
２
ha
の
う
ち
１

９
９
ha
減
少
し
、６
１
３

ha
、事
業
費
は
45
億
円
削

減
と
な
る
約
２
３
５
億

円
の
見
込
み
で
あ
る
。見

直
し
地
区
の
世
帯
数
は

約
１
７
０
０
戸
（
３
８
０

０
人
）
が
対
象
と
な
り
、

世
帯
数
の
約
９
９
０
戸

が
合
併
浄
化
槽
未
設
置

と
な
っ
て
い
る
。令
和
８

年
度
の
汚
水
処
理
普
及

問

手
当
の
基
準
と
な
る
額

等
が
示
さ
れ
て
お
り
、関

係
部
局
と
協
議
を
重
ね

財
政
措
置
を
注
視
し
、必

要
な
条
例
の
改
正
を
検

討
す
る
。

答
加
藤
市
長

市
民
の
安
全
安
心

に
対
す
る
消
防
団
員
の

活
動
に
は
感
謝
し
て
い

る
。報
酬
に
つ
い
て
消
防

通
知
や
地
方
交
付
税
額

と
の
乖
離
に
つ
い
て
も

承
知
し
て
お
り
、他
市
や

他
の
行
政
委
員
の
報
酬

と
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考

慮
し
、見
直
し
に
取
り
組

み
た
い
。

率
見
通
し
は
、公
共
下
水

道
73
％
、農
業
集
落
排
水

７
％
、合
併
処
理
浄
化
槽

15
％
、合
わ
せ
て
95
％
で

国
の
10
年
概
成
の
目
標

値
に
達
す
る
見
通
し
で

あ
る
。

浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
増
額
を

　
　

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
交
付

要
綱
の
見
直
し
は
。

答
森
環
境
保
全
課
長

公
共
下
水
道
整
備

計
画
の
見
直
し
に
よ
り

下
水
道
区
域
が
縮
小
さ

れ
る
た
め
、補
助
対
象

区
域
の
見
直
し
や
補
助

問

風
水
害
へ
の
備
え
を

　
　

全
国
で
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
多
発
し

て
い
る
中
、市
民
や
企
業

な
ど
河
川
流
域
の
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
が
参
画
し

て
水
害
を
防
ぐ
流
域
治

水
関
連
法
が
可
決
・
成
立

し
た
。

　

市
は
市
内
の
浸
水
状

況
を
把
握
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、把
握
箇

所
数
と
流
域
治
水
事
業
の

内
容
は
。ま
た
、重
信
川

の
上
流
域
や
、表
川
・
井

内
川
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
い

な
い
が
対
応
は
。

問内
容
の
拡
充
を
具
体
的

に
協
議
し
、合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
さ
ら

に
進
め
る
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
事
業
推
進
の

拡
充
を

　
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
推
進
は
。

答
山
本
産
業
建
設
部

専
門
監

　

平
成
28
年
度
か
ら
協

力
隊
の
募
集
を
開
始
し

た
。協
力
隊
の
活
動
は
実

際
に
活
動
し
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

市
と
し
て
地
域
環
境
や

活
動
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
な
ど
地

域
と
の
良
好
な
マ
ッ
チ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。市
や
地
域
運
営

組
織
と
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
が
、任
期
終
了
後
を
見

据
え
た
準
備
な
ど
活
動

の
難
し
さ
も
あ
り
、定
期

的
な
話
し
合
い
の
場
も

必
要
と
感
じ
て
い
る
。

問

答
梅
崎
建
設
課
長

市
内
の
浸
水
箇
所

数
は
46
箇
所
を
把
握
し

て
い
る
。流
域
治
水
事
業

に
つ
い
て
は
、昨
年
度
は

重
信
川
、今
年
度
は
２
級

水
系
に
お
い
て
流
域
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策

定
す
る
。

答
山
本
危
機
管
理
課
長

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、重
信
川
上

流
域
や
表
川
な
ど
は
県

管
理
の
河
川
と
な
っ
て

お
り
、浸
水
想
定
区
域
に

指
定
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
、指
定
後
は
遅
滞
な
く

作
成
し
た
い
。

　

地
域
で
の
活
動
だ
け

で
は
な
く
日
常
生
活
等

に
関
し
て
も
様
々
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

い
る
が
、協
力
隊
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
た
め
の
情
報
交
換
会

を
開
催
し
た
い
。

　

任
期
終
了
後
の
将
来

設
計
に
つ
い
て
不
安
や

焦
り
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、今
年
度
か
ら
地
域
活

力
創
出
課
が
担
当
す
る

こ
と
で
観
光
や
企
業
等

の
情
報
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る
。起
業
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
を
充
実

し
た
い
。

　

今
後
の
協
力
隊
の
活

動
は
現
在
の
中
山
間
地

域
や
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

主
体
だ
け
で
な
く
市
内

全
域
を
対
象
に
活
動
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

丹に
ゅ
う
の
や

生
谷
　
美は
る

雄お

　
議
員

亀か
め

田だ

　
尚な
お

之ゆ
き

　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

６月定例会

安心安全の防人　消防団

豪雨による浸水状況（東温高校南側道路）協力隊OBが栽培する梨園地

防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の

　
　
　
　

報
酬
改
善
を

汚
水
処
理
普
及
率

　
　

95
％
以
上
を
目
指
し
て

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。
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把
握
に
努
め
て
い
る
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
は
、学
校
長
に
、注
視

を
指
示
し
て
お
り
、必
要

で
あ
れ
ば
実
態
調
査
を

進
め
る
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、「
地
域
の

地
域
に
よ
る
地
域
の
た

め
の
学
校
づ
く
り
」、「
学

校
の
負
担
と
責
任
を

シ
ェ
ア
す
る
」
な
ど
と

い
っ
た
役
割
を
も
っ
て

お
り
、学
校
の
応
援
団
と

し
て
多
く
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。こ
れ
ら
が

う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、子

ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
学

校
、地
域
の
三
者
が
そ
れ

ぞ
れ
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の

関
係
に
な
れ
る
。

　
　

①
愛
媛
県
の
都
市

計
画
策
定
に
対
す

る
本
市
の
働
き
か
け
は
。

　

②
移
住
定
住
希
望
者

の
住
居
建
設
用
地
の
確

保
は
。

答
黒
川
都
市
整
備
課
長

①
都
市
計
画
基
礎

調
査
に
よ
る
人
口
の
動

向
、産
業
の
状
況
、土
地

利
用
等
の
調
査
結
果
に

よ
り
、都
市
計
画
法
の
手

続
き
に
の
っ
と
っ
て
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
・
県
の
方
針
と
本
市
の

都
市
計
画
と
の
整
合
性

を
確
認
し
つ
つ
、東
温
市

都
市
計
画
審
議
会
に
お

い
て
審
議
し
、幅
広
い
意

問

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

　

②
愛
媛
県
は
松
山
圏

域
に
お
け
る
住
宅
用
地

の
拡
大
の
必
要
性
は
低

い
と
判
断
し
て
い
る
。今

後
の
移
住
定
住
の
受
皿

と
し
て
の
住
居
建
設
用

地
の
確
保
は
市
街
化
区

域
内
の
未
利
用
地
の
活

用
を
優
先
す
べ
き
と
判

断
し
て
い
る
。

　
　

農
村
集
落
に
お
け

る
就
農
者
の
高
齢

化
問
題
へ
の
対
策
は
。

答
渡
部
農
林
振
興
課
長

集
落
の
機
能
を
維

持
し
、人
々
が
住
み
続

問

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
・

強
化
、多
面
的
機
能
の

発
揮
の
推
進
、生
活
イ

ン
フ
ラ
等
の
確
保
、鳥
獣

被
害
対
策
等
の
推
進
な

ど
、条
件
整
備
が
必
要

で
あ
る
。現
在
、中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
事
業

な
ど
、様
々
な
取
組
を
進

め
て
い
る
。

安
心
と
安
全
を
伴

な
っ
た
工
業
団
地

計
画
を

　
　

工
業
団
地
の
整
備

に
よ
る
貨
物
車
等

の
通
行
量
増
加
に
対
し

て
円
滑
な
通
行
と
安
全

の
確
保
は
。

答
上
岡
産
業
建
設
部
長

周
辺
道
路
に
お
け

る
将
来
交
通
量
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

結
果
、
１
日
約
５
５
０

０
台
の
交
通
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、円
滑
な

通
行
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

問

　

そ
の
対
策
と
し
て
、

交
差
点
で
の
渋
滞
を
緩

和
さ
せ
る
た
め
、国
道

11
号
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

道
路
交
差
点
３
か
所
の

右
折
レ
ー
ン
を
新
設
す

る
。
ま
た
、
新
た
に
発

生
す
る
車
の
流
れ
が
特

定
の
路
線
に
集
中
し
な

い
よ
う
交
通
量
を
分
散

さ
せ
る
効
果
も
見
込
ん

で
、重
信
川
右
岸
側
に

田
窪
工
業
団
地
と
重
信

工
業
団
地
を
結
ぶ
市
道

を
整
備
す
る
た
め
、設

計
や
用
地
取
得
業
務
を

進
め
て
い
る
。

　

通
行
の
安
全
確
保
の

面
で
は
、信
号
機
や
横
断

歩
道
、標
識
な
ど
、交
通

安
全
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
も
県
警
等
の
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
、安

全
で
円
滑
な
通
行
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

①
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
し
て
、現
在
ど

の
よ
う
な
問
題
が
発
生

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

今
後
予
想
さ
れ
る
問
題

点
は
。

　

②
災
害
時
に
人
命
救

助
に
携
わ
る
消
防
団
員

６
０
３
名
に
対
し
て
優

先
接
種
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答
門
田
市
民
福
祉
部

専
門
監

　

①
接
種
日
の
当
日
、予

約
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
会
場
へ
来
ら
れ

な
い
方
や
、接
種
会
場
を

間
違
え
て
予
約
さ
れ
て

る
方
が
散
見
さ
れ
る
。さ

ら
に
今
後
は
予
約
か
ら

問

接
種
ま
で
の
期
間
が
長

く
な
る
た
め
、接
種
日
を

忘
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

予
約
確
認
の
た
め
の
お

知
ら
せ
を
発
送
し
、日
時

や
会
場
を
再
確
認
し
て

も
ら
う
。

　

ま
た
、接
種
対
象
者
が

12
歳
ま
で
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
学
生
等

が
接
種
を
受
け
る
場
合
、

集
団
接
種
会
場
で
の
接

種
が
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。接
種
会
場
を
含
め

て
接
種
を
受
け
や
す
い

環
境
の
整
備
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

②
本
市
に
お
い
て
は

国
の
手
引
き
に
示
さ
れ

た
優
先
順
位
に
基
づ
き

接
種
を
行
う
予
定
で
あ

り
、消
防
団
員
へ
の
優
先

接
種
は
考
え
て
い
な
い
。

接
種
を
必
要
と
し
て
い

る
方
々
に
出
来
る
だ
け

速
や
か
に
接
種
を
行
っ

て
い
く
。

災
害
に
強
い
街
づ
く

り
を

　
　

①
令
和
３
年
５
月

20
日
か
ら
避
難
勧

告
が
廃
止
さ
れ
、警
戒
レ

ベ
ル
４
、避
難
指
示
で
必

ず
避
難
と
な
っ
た
が
、現

在
の
災
害
時
に
お
け
る

避
難
指
示
等
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

②
表
川
と
井
内
川
の

合
流
地
点
で
は
、平
成

25
年
に
底
砂
を
取
り
除

く
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、今
後
そ
の
他
の
災

害
対
策
の
考
え
は
。

答
山
本
危
機
管
理
課
長

①
本
年
５
月
に
災

害
対
策
基
本
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、国
の
避
難
勧

告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
た
。

問

市
に
お
い
て
も
現
在
「
東

温
市
避
難
勧
告
等
の
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
定
作
業
に
着
手
し

て
い
る
。

　

②
愛
媛
県
で
は
県
の

管
理
河
川
を
良
好
な
状

態
に
保
つ
た
め
、巡
視
、

障
害
物
除
去
な
ど
の
河

川
の
機
能
を
維
持
す
る

工
事
を
行
っ
て
い
る
。当

該
箇
所
で
は
、今
年
度
よ

り
河
川
の
断
面
を
阻
害

し
て
い
る
土
砂
を
取
り

除
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
河
床
掘
削
工
事
を
順

次
実
施
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。ま
た
、表
川
と

井
内
川
の
上
流
域
で
は

国
に
よ
る
砂
防
堰
堤
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
で
社
会
環

境
は
激
変
し
市
民
の
生

活
は
一
変
し
た
。創
生
本

部
、戦
略
会
議
は
ど
の
様

に
検
証
し
今
後
ど
う
反

映
し
て
い
く
の
か
。

答
渡
部
企
画
政
策
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で
も
必

要
と
さ
れ
る
要
素
を
踏

ま
え
た
総
合
戦
略
と
な

っ
て
い
る
。総
合
戦
略
会

議
で
も
着
実
に
施
策
が

進
捗
し
て
い
る
と
評
価

を
得
て
い
る
。

　

今
後
と
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
厳
し
い
雇

用
環
境
へ
の
対
応
、社
会

経
済
状
況
の
変
化
を
見

据
え
た
施
策
の
検
討
、Ｋ

問

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）を
確
認
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
可
能

な
計
画
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

自
治
区
・
分
館
の

運
営
の
課
題
解
決

と
拡
充
を

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
主

催
、地
域
行
事
の
多

く
が
中
止
と
な
り
新
た

な
問
題
も
発
生
し
て
い

る
。改
革
・
拡
充
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

答
渡
部
総
務
部
長

社
会
の
構
造
的
な

問
題
の
中
で
数
多
く
の

地
域
的
課
題
に
直
面
し

問

て
い
る
。今
後
と
も
区
長

と
情
報
共
有
し
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
。

　

今
年
度
か
ら
分
館
活

動
補
助
金
に
健
康
づ
く

り
活
動
事
業
を
新
設
し
、

既
存
の
５
事
業
に
つ
い

て
も
内
容
を
見
直
し
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も

た
ち
の
心
と
身
体

に
起
き
て
い
る
深
刻

な
問
題
、大
丈
夫
か

　
　

①
新
聞
等
で
は
、子

ど
も
の
ス
ト
レ
ス
、

子
ど
も
の
貧
困
、ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
等
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。我
が
市
は
ど

う
な
の
か
。

　

②
今
年
度
か
ら
全
校

で
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
子
ど

も
た
ち
に
有
効
に
働
く

の
で
は
な
い
か
。

答
八
木
教
育
長

①
子
ど
も
た
ち
の

様
々
な
問
題
に
つ
い
て

は
教
育
相
談
等
で
実
態

問

令和元年7月豪雨時の当該地点の様子

期待が広がるコミュニティ・スクール

大型トラックが児童の
すぐ側を通過する通学路

一
般
質
問

一
般
質
問

山や
ま

内う
ち

　
孝こ
う

二じ

　
議
員

永な
が

井い

　
大だ
い

介す
け

　
議
員

野の

口ぐ
ち

　
竜
り
ゅ
う

　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　

戦
略
は
ど
う
変
わ
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

　
　
　
　
　
　

迅
速
な
対
応
を

人
口
減
少
の
中
、
移
住

　

定
住
策
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
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①
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
は
、

点
数
競
争
を
煽
る
な
ど

問
題
点
が
多
い
。参
加
を

辞
退
し
て
は
ど
う
か
。

　

②
教
員
の
多
忙
化
解

消
に
向
け
、加
配
教
員
増

の
働
き
か
け
や
部
活
動

外
部
指
導
員
導
入
の
推

進
を
図
れ
な
い
か
。

　

③
不
登
校
等
の
児
童

生
徒
の
学
び
を
保
障
す

る
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
導
入
を
進
め
ら
れ

な
い
か
。

答
八
木
教
育
長

①
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
し
、個
に
応
じ

た
指
導
を
す
る
た
め
に

問

役
立
っ
て
い
る
。教
育
委

員
会
が
そ
の
施
策
の
改

善
・
充
実
を
図
る
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
。

　

②
加
配
教
員
の
増
員

と
教
職
員
定
数
の
改
善

等
を
関
係
機
関
に
要
望

す
る
。

　

部
活
動
の
外
部
指
導

員
の
確
保
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。関
係
団
体
と

の
連
携
を
検
討
す
る
。

　

③
適
応
指
導
教
室
「
ひ

だ
ま
り
」
や
院
内
学
級
に

お
い
て
も
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
と
W
i-

F
i
環
境

整
備
を
完
了
し
た
。今

後
、こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
も

活
用
し
た
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
拡
充
に
よ
る

課
題
の
解
消
を

　
　

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
な
る

こ
と
で
、学
校
現
場
を
混

乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

　

②
学
校
運
営
協
議
会

が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
で
、業
務
負
担
が
増

え
な
い
か
。

答
橋
本
学
校
教
育
課
長

①
保
護
者
や
地
域

住
民
が
学
校
運
営
に
積

極
的
に
参
画
し
、信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
教
育
に
対
す

る
責
任
と
役
割
を
分
担

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

②
目
的
共
有
の
上
で
、

保
護
者
、地
域
、学
校
が

適
切
に
役
割
分
担
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、教
職
員
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。

新
規
雇
用
増
に
つ

な
が
る
多
様
な
企

業
の
誘
致
を

問

　
　

①
誘
致
企
業
に
お

け
る
地
域
住
民
の

雇
用
実
績
と
今
後
の
雇

用
増
の
見
込
み
は
。　　

　

②
多
様
な
企
業
の
誘

致
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
が
、今
後
の
誘
致
の

方
向
性
は
。

答
山
本
産
業
建
設
部

専
門
監

　

①
従
業
員
総
数
の
う

ち
、約
４
分
の
１
が
東
温

市
在
住
の
従
業
員
で
あ

る
。今
後
、田
窪
工
業
団

地
で
は
雇
用
期
待
人
数

を
１
５
０
名
と
設
定
し

て
い
る
。

　

②
今
後
、関
係
会
議
で
、

本
市
の
恵
ま
れ
た
立
地
・

交
通
条
件
を
活
か
し
、明

る
い
将
来
を
見
据
え
た

企
業
誘
致
施
策
に
取
り

組
む
。

問

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
等
、教
育
現

場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
は
。

答
池
田
教
育
委
員
会

事
務
局
長

　

児
童
生
徒
へ
の
一
人

一
台
端
末
の
整
備
は
完

了
し
、現
在
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た

様
々
な
取
り
組
み
が
始

め
ら
れ
て
い
る
。今
後
は

家
庭
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
た
め
の
環

境
整
備
が
課
題
と
な
る

が
、情
報
モ
ラ
ル
教
育
等

も
含
め
、児
童
生
徒
が
I

問

Ｃ
Ｔ
機
器
を
正
し
く
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う

学
校
と
家
庭
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性
は
。

問

答
高
須
賀
財
政
課
長

現
在
、
庁
舎
等
に

お
い
て
は
、非
接
触
型

体
温
検
知
器
や
自
動
手

指
消
毒
器
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、窓
口
に
お

け
る
飛
沫
飛
散
防
止
策

と
し
て
、ア
ク
リ
ル
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

て
い
る
。今
後
は
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
に

抗
菌
シ
ー
ト
の
貼
付
や

ご
み
箱
を
足
踏
み
式
に

す
る
な
ど
、効
果
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

障
が
い
者
へ
の
配
慮

を
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
や
接
種
会
場

で
の
視
覚
・
聴
覚
等
の
障

が
い
者
へ
の
配
慮
は
十

分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
大
西
市
民
福
祉
部
長

障
が
い
が
あ
る
方

を
含
め
、支
援
を
要
す

る
高
齢
者
が
利
用
さ
れ

て
い
る
市
内
の
介
護
サ

問

ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し

必
要
に
応
じ
て
支
援
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
協

力
依
頼
を
行
っ
た
。ま

た
、接
種
会
場
に
お
い

て
手
話
通
訳
が
必
要
な

方
に
対
し
て
は
、個
別

に
手
話
通
訳
者
派
遣
事

業
に
よ
り
随
時
対
応
し

て
い
る
。

　
　

社
会
的
に
認
知
度

が
低
い
家
族
の
介

護
や
世
話
を
し
て
い
る

18
歳
未
満
の
「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」
に
関
す
る
実

態
調
査
と
支
援
体
制
の

構
築
を
望
む
が
所
見
は
。

答
橋
本
学
校
教
育
課
長

今
後
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
の
概
念
や
支
援
策

に
つ
い
て
啓
発
を
進
め

る
と
と
も
に
、校
長
会
等

を
通
じ
て
、教
職
員
へ
の

理
解
に
努
め
る
。ま
た
、

実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
や
先
進
地
の

調
査
事
例
な
ど
か
ら
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

整備が進む田窪工業団地

一人一台の配備が完了
したタブレット端末

一
般
質
問

一
般
質
問

渡わ
た

部な
べ

　
勇ゆ
う

次じ

　
議
員

丸ま
る

山や
ま

　
稔
み
の
る

　
議
員

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を

　
　
　

保
障
す
る
た
め
に

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
向
け
た

諸
施
策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か

住　所：〒791-0292
　　　　東温市見奈良530番地1
電　話：089-964-4422
メール：gikaijimu@city.toon.ehime.jp

お問い合わせ

議
会
だ
よ
り

　
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

市
議
会
で
は
、
年
４
回
（
５
月
・
８
月
・
11
月
・

２
月
）「
と
う
お
ん
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に

す
る
た
め
、表
紙
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
す
る
写
真
】

市
内
で
撮
影
し
た
人
物
・
四
季
折
々
の
風

景
・
学
校
行
事
・
地
域
行
事
等
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
写
真

【
応
募
上
の
条
件
】

①
市
民
が
市
内
で
撮
影
し
た
も
の
。

②
被
写
体
が
人
物
の
場
合
又
は
個
人
の
所

有
物
で
あ
る
場
合
は
、必
ず
被
写
体
ご

本
人
（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
）
又

は
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

③
採
用
作
品
の
著
作
権
は
、市
議
会
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

④
応
募
及
び
採
用
に
対
す
る
賞
品
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。

⑤
ご
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
、原
則
返

送
い
た
し
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
撮
影
場
所
・

撮
影
日
時
・
タ
イ
ト
ル
を
記
入
の
上
、議

会
事
務
局
へ
メ
ー
ル
、も
し
く
は
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
決
定
し
、掲

載
し
ま
す
。

【
応
募
の
締
切
】

11
月
１
日
発
行
号
の
締
切

　
　
　
　

令
和
３
年
10
月
１
日
（
金
）
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議
決
結
果
一
覧

政
務
活
動
費
収
支
報
告

No 氏　　名 交 付 額
※ 1

支 出 額 残　　余
（返還金）

※ 2

支出科目　※ 3

研 修 費 資料購入費 事務所費
研修会等に参加す
る経費　　　　　

図書や資料等を購
入する経費　　　

議員活動に必要な事
務所に関する経費　

1 野口　　竜 60,000 14,150 45,850 400 13,750 0
2 大西　正之 60,000 5,900 54,100 400 5,500 0
3 永井　大介 60,000 34,093 25,907 400 33,693 0
4 渡部　勇次 60,000 85,800 0 0 0 85,800
5 亀田　尚之 180,000 94,877 85,123 1,200 93,677 0
6 松末　博年 180,000 48,720 131,280 1,200 47,520 0
7 細川　秀明 180,000 160,206 19,794 4,200 156,006 0
8 丹生谷美雄 180,000 15,170 164,830 1,200 13,970 0
9 渡部　繁夫 180,000 67,853 112,147 22,300 45,553 0

10 森　　眞一 180,000 31,322 148,678 0 31,322 0
11 相原真知子 180,000 125,083 54,917 3,200 121,883 0
12 丸山　　稔 180,000 65,854 114,146 3,200 62,654 0
13 近藤千枝美 180,000 46,034 133,966 3,200 42,834 0
14 安井　浩二 180,000 187,473 0 109,060 78,413 0
15 山内　孝二 180,000 78,141 101,859 1,200 76,941 0
16 伊藤　隆志 180,000 41,076 138,924 1,200 39,876 0
17 束村　温輝 120,000 10,271 109,729 0 10,271 0
18 山内　数延 120,000 9,030 110,970 0 9,030 0
19 大西　　勉 120,000 0 120,000 0 0 0

合　　計 2,760,000 1,121,053 1,672,220 152,360 882,893 85,800

　

東
温
市
議
会
議
員
に
は
、

調
査
研
究
等
の
活
動
に

資
す
る
経
費
の
一
部
と

し
て
、政
務
活
動
費
（
一

人
あ
た
り
月
額
１
万
５

千
円
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
、政
務
活
動
費

に
係
る
収
支
報
告
書
を

作
成
し
、領
収
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
書
類
を

添
え
て
議
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
基
本
条
例
で
は
、

「
市
民
に
対
し
て
議
会

の
活
動
に
関
す
る
情
報

を
、多
様
な
広
報
手
段
を

使
っ
て
積
極
的
に
公
開

し
、透
明
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、説
明
責
任
を
果

た
す
も
の
と
す
る
。」
と

掲
げ
て
お
り
、積
極
的
な

公
開
の
も
と
、政
務
活
動

費
の
個
人
別
収
支
を
公

開
し
ま
す
。

政
務
活
動
費

　

こ
の
収
支
報
告
書
は

一
般
に
公
開
し
て
お
り
、

手
続
き
す
れ
ば
閲
覧
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
長
へ
の
報
告

　

条
例
に
基
づ
き
令
和
２

年
度
政
務
活
動
費
収
支

報
告
書
・
領
収
書
等
を
添

え
て
議
長
か
ら
市
長
に

送
付
し
ま
し
た
。

令和２年度政務活動費 収支一覧表

※１　新任議員（№ 1 ～ 4）4 名は 4 か月分、任期満了による退任議員（№ 17 ～ 19）3 名は 8 か月分の交付となっています。
※２　交付額よりも支出額の多い議員は、残余（返還金）を０と表記しています。
※３　支出があった科目のみ抜粋しています。
　　　（調査研究費、広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費の支出はありませんでした。）

政
務
活
動
費
収
支
報
告

令
和
２
年
度

（単位：円）

令和３年第２回定例会提出議案　１5案件

報告１　一般会計繰越明許費繰越計算
３月定例会で議決された一般会計に属する16事業
を令和3年度に繰越したことを報告

報告２　土地開発公社の経営状況
令和２事業年度の事業・決算報告、令和３事業年
度の予算・事業計画を報告

承認４　税条例等の一部改正
個人市民税の住宅借入金等特別税額控除の見直
し、土地に係る固定資産税の負担調整措置、軽自
動車税環境性能割の臨時的軽減の延長等の改正

承認５　国民健康保険税条例の一部改正
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した方への保険税の減免期間を延長

承認６　介護保険条例の一部改正
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した方への保険料の減免期間を延長

承認７　一般会計補正予算（第１号）
新型コロナウイルス感染症に対応する事業費の補
正（PCR検査費用助成、ひとり親世帯特別給付
金、ワクチン接種会場から帰宅時のタクシー料金
助成）

承認８　一般会計補正予算（第２号）
新型コロナウイルス感染症に対応する事業費の補
正（営業時間短縮等協力金）

承認９　一般会計補正予算（第３号）
新型コロナウイルス感染症に対応する事業費の補
正（低所得子育て世帯特別給付金、営業時間短縮
等協力金）

議案25	 一般会計予算（第４号）
２ページを参照

議案30	 一般会計予算（第５号）
追加提案（生活困窮者自立支援金、林業用施設災
害復旧事業）

議案26	 防災会議条例の一部改正
防災会議の所掌事務に水防計画の調査審議を追加
し、水防協議会条例を廃止

議案27	 手数料徴収条例の一部改正
愛媛県手数料条例改正に合わせた手数料等の改正

議案28	 地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の一部改正
建築基準法改正に伴う引用部分の条項ずれの改正
等

議案29	 松山市・伊予消防等事務組合・東温市消防
指令事務協議会規約の制定に関する協議
消防指令に関する事務を共同して管理し、執行す
るための協議会設置規約を制定

発議２	 新型コロナウイルスワクチン接種の円滑な
実施等に関する決議
５ページを参照

専決処分 令和3年度補正予算

その他

条　例

議案

伊
藤　

隆
志

山
内　

孝
二

安
井　

浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山　
　

稔

相
原
真
知
子

森　
　

眞
一

渡
部　

繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川　

秀
明

松
末　

博
年

亀
田　

尚
之

渡
部　

勇
次

永
井　

大
介

大
西　

正
之

野
口　
　

竜

議決結果
（賛成：反対）

承認第4号～第9号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認（15：0）

議案第25号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（14：1）

議案第26号～第30号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（15：0）

発議第2号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（14：1）

議決結果一覧　　〇：賛成　　×：反対　　議長（渡部繁夫）は採決に加わりません。
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議
場
コ
ン
サ
ー
ト

予
算
化
事
業
そ
の
後

そ
の
後

予
算
化
さ
れ
た 

あ
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
っ
た
？

予
算
化
さ
れ
た 

あ
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
っ
た
？

　

こ
の
事
業
は
、
農
地
集
積
や
農
作
業
受
託
に

よ
る
規
模
拡
大
、
生
産
方
式
の
合
理
化
等
を
志

向
す
る
認
定
農
業
者
が
対
象
で
す
。生
産
・
加
工
・

出
荷
に
係
る
機
械
・
施

設
を
導
入
す
る
場
合
の

経
費
の
一
部
が
助
成
さ

れ
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
や
大
雨

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
大

雨
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
災
害

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

東
温
市
で
も
例
外
な
く
、

そ
の
恐
れ
が
あ
り
、
床
上
浸

水
・
道
路
冠
水
な
ど
の
浸
水

被
害
時
に
災
害
現
場
で
緊
急

排
水
作
業
を
行
い
、
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
排
水
ポ

ン
プ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

農
業
の
担
い
手
不
足
は
、
東
温
市
の
農
政
を
左

右
す
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
後
に
は
、
農
業
従
事
者
が
半
減
し
て
、

限
界
集
落
や
荒
廃
農
地
が
増
加
す
る
危
機
的
な

状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
新
規

就
農
者
の
農
業
用
機
械
や

施
設
な
ど
を
導
入
す
る
場

合
の
経
費
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

導入機械
　　トラクター他
経営規模
　　現状 4.5ha
　　　→目標 5.0ha

導入施設
　APハウス（苺）
　約11a
生産目標
　4.4トン

ポンプ性能（最大）
　3300ℓ/分
　約200ｔ/時間
連続運転時間
　3.1時間

認定農業者

下林　八
や

木
ぎ

　久
ひさ

夫
お

さん

消防団長

中
なか

島
しま

　幸
こう

一
いち

さん

認定新規就農者

下林　丹
にゅうのや

生谷　篤
あつ

志
し

さん

認
定
農
業
者
の

　
　
　

経
営
発
展
を
支
援

消
防
団
の
緊
急
排
水

　
　
　

エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
整
備

次
世
代
フ
ァ
ー
マ
ー
を

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト　

このトラクターで
代掻き（しろかき）
の時間が大幅に
短縮しました。
後継者（息子）もよく
手伝ってくれます。

今回配備された緊急
排水エンジンポンプは、
消防ポンプに比べて約 3 倍
の排水能力があります。
災害時には積極的に
　活用し、被害軽減に
　努めていきます。

土づくりが完了
しました。
今年の秋からおい
しい苺を作ります。

　

６
月
15
日
、「
市
民
に
身
近
で
親
し
ま
れ
る
議

会
行
事
」
の
一
つ
と
し
て
、
本
会
議
開
会
前
の

議
場
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
第
15
作 

ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
～
お
か
や
ま
桃
太
郎
伝
説
～
鬼
の
鎮
魂

歌
（
レ
ク
イ
エ
ム
）
に
出
演
中
の
６
名
の
役

者
さ
ん
「
東
温
市
観
光
大
使
」
に
よ
る
生
の
歌

声
で
、
劇
中
の
テ
ー
マ
曲
「
子
供
た
ち
の
未

来
に
乾
杯
」
な
ど
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
披
露
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
８
月
15
日
に

終
演
を
迎
え
、
９
月
か
ら
は
「
ジ
ョ
ン
万
次

郎
」
を
題
材
に
し
た
新
作
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
の
役
者
さ
ん

　
　
　
　
「
市
観
光
大
使
」
が
出
演

トリ 役
原田　有里さん

桃太郎 役
今村　洋一さん

イヌ 役
ピ・ピカルさん

サル 役
中里　裕美さん

桃子 役
泉　鮎子さん

傍聴者の声

出演者の声

ジョンミン 役
梶　雅人さん

普段入ることので
きない場所でパ
フォーマンスができ
てとてもいい経験
ができました。あり
がとうございます。

東温市の滝・花・
食・ 産・ 湯・ 田・
渓・劇の魅力を胸
に、これからも歌
い続けます。

東温市での生活がと
ても豊かで穏やかで
す。観光大使として、
この素晴らしさを伝
えていきたいと思い
ます。

議場で歌うという
大変貴重な機会を
いただきありがと
うございました。
とても楽しかった
です。

東温市の活性化が
坊っちゃん劇場の発
展にもつながると思
います。末永く支え
あえる関係を。

〇張りのある伸びやかな歌声で、会場が明るく包まれ、
　とてもすてきな時間を過ごすことができました。
　これからも是非続けてほしいです。
〇短時間でしたが感動しました。
〇素晴らしい歌声！ありがとうございました。

思っていたよりも
音の響きが非常に
素晴らしい会場で
した。歌いながら
楽しませていただ
きました。

議場ミニコンサートを開催 !!議場ミニコンサートを開催 !!
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会
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よ
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令
和

3
年

8
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
に
向

け
て
、高
齢
者
を
は
じ
め

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
定

通
り
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。接
種
を
希
望
さ
れ
る

全
て
の
方
が
安
心
し
て

接
種
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、１
年

間
で
４
回
の
発
行
で
す
。

市
民
の
声
・
人
シ
リ
ー

ズ
な
ど
、市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
も
い
た
だ
き
紙

面
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
議
会
活
動
や
委
員
会

活
動
等
、更
な
る
情
報
発

信
に
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
、ご
感
想
を
是
非
と
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
近
藤　

千
枝
美
）

発
行
責
任
者
渡
部　

繁
夫

編
集
委
員

委
員
長
安
井　

浩
二

副
委
員
長

相
原
真
知
子

委

員
伊
藤　

隆
志

〃

山
内　

孝
二

〃

近
藤
千
枝
美

〃

松
末　

博
年

〃

亀
田　

尚
之

人
シ
リ
ー
ズ
・
お
知
ら
せ

表
紙
写
真
／

北
野
田
・
新
村
水
と
緑
の
会

川内中学校HP

日 月 火 水 木 金 土

9/3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20
敬老の日

21 22 23
秋分の日

24 25

東温市
イメージキャラクター
いのとん

9月定例会のお知らせ（予定）

「市のホームページ」で議会開会中、生中継がご覧になれます。
次の定例会は９月に開催されます。
また、過去の録画中継もご覧になれます。

（市ホームページアドレス）
https://www.city.toon.ehime.jp/site/120

議会インターネット中継
議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会

　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　

集　

後　

記

　

前
年
か
ら
続
く
「
コ

ロ
ナ
禍
」、川
内
中
学
校

で
も
学
校
行
事
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
活
動
を
中
止

せ
ざ
る
負
え
な
い
状
況

で
し
た
。
何
と
か
三
密

を
避
け
て
行
事
が
出
来

る
様
、創
意
工
夫
・
挑
戦

す
る
活
動
が
増
え
て
来

て
お
り
ま
す
。
学
校
で

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
り
追
加
さ

れ
た
Ｉ
Ｔ
環
境
を
生
か

し
「
卒
業
式
へ
の
在
校

生
リ
モ
ー
ト
参
加
」
や

「
リ
モ
ー
ト
討
論
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
急
速
に
成
長

す
る
子
ど
も
達
の
Ｉ
Ｔ

知
識
に
負
け
ぬ
よ
う
保

護
者
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を

活
用
し
悪
戦
苦
闘
中
で

す
。
こ
の
状
況
に
お
い

て
学
ん
だ
「
様
々
な
活

動
を
成
し
遂
げ
て
い
く

力
」
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
大
切
な
財
産

に
な
る
事
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

東
温
市
に
お
い
て
も

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
が
始

ま
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
の

出
口
へ
一
筋
の
光
が
見

え
て
き
た
様
に
思
い
ま

す
。
早
く
不
安
無
く
行

事
が
出
来
る
様
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

東
温
市
立
川
内
中
学
校

　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

熱あ
つ

田た　

久ひ
さ
し

さ
ん

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
の

　
　

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

人
シ
リ
ー
ズ

議会だよりが
スマホで読めます。

　　議員の表彰　　
市議会議員として永年勤続等
の功績を称え、表彰されました。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

相
原
真
知
子　

議
員

　
　

渡
部　

繁
夫　

議
員

四
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

渡
部　

繫
夫　

議
員

　
　

丹
生
谷
美
雄　

議
員

　
　

松
末　

博
年　

議
員

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問

質疑

予算委員会

総務委員会
調査日

文教委員会
調査日

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会  閉会


